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有機質資材施用位置の違いが水回転換畑

トマト イ テゴ栽増に及ぼす影響
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奈良盆地内の水回転換畑における野菜作では地力の低

下が者しく、有|☆物のに用が不可欠てある。しかし、営

農排水が施工されている圃場では、有機物の種類、量あ

るいは施用時期によっては、作土層全屑施用では乾操害、

また、根域拡大を兼ねた心土破砕を伴う深層施用では多

雨降雨時に湿官なとが発生する
】"。 そのため、水回転

JF_畑では供給されるま分を作物が有効に利用できると共

に、Jl域の物理性を損なわない施用方法力望 まれている。

ここではこれらの観点から、心土破砕を行わず、資材

を作上層砿芯に局所肛用し、根域への集中施用が作物の

収畳寺に及ぼす効果を検討した。

有機質資ttの施用方法試験方法

農武j‐B内の水口転換畑 (中粗性灰色低地上、清武抗、

そミガラ晴渠施工)に おいて、半促成 トマト(品種 i tl

太郎)一促成イチゴ (品種 i女峰)の 作付lt系について、

第 1表 年 間の月E料成分投下長 (=/市 )

Tablo l  ■Ⅲount of applied nutrtent per yoar

資 材   施 用化貢  N  LOI  K20

19榔年3月から1992年3月まで拒用試験を行った。百機質

資材として稲わら堆肥とノ`
一ク壮肥十乾幌キお、んを用(、

それぞれ作土帽全層施用区と作i目 畝志への局所集中に

用区とを設けた。資材は各作物作付前に10a当り2tずつ

施用し、lP44はIB化成Sl■ とリン硝安カリを用い、10

a当り窒素量でトマトはネ肥15k=、追肥 9増 、イチゴは

1司じく8婚、8kg並用した (第1衰 )。

畝芯局所施用の効果

トマト、イチすのいすれにおいても、全虐施用区は知

施用区と同程度の収整であった。これに対し、局所拒用

区は初年目より収昌が容れ、特にイテゴでは無髄用区に

比べて18～23%増 ⅢRした (第2表 ).

トマトは第 l lL房の開7しHに 定植したが、上位段7t房

ほと局所施用区でFTH花か早まるlR向か認められ、第 4花

房ての開花日は稲わら牲lP、及びバ
ータ雄肥 乾 幌牛お

んの両資材ともヽ 所肛用Eて 5日程度早く、それに伴っ

て具実の収植切の前進が見られた (第1図 )で

心i破 体を伴うlq rさ局所粧用では士捜の水分張力かに

く推移することが知られているが
｀、心上破砕を行わな

い本実験においてもトマト萩培期間中 (1991年)に 測定

した上棲水分張力は、局所施用で常に低く推移した (第

2田)。局所施用では資材のrt用位置に当たる地下30cコ

の地点でそのたが明確てあり、有性質資llか集中的に行

在することが水分保付能力を向上させたと考えうれた。

洪tll社の作物に対して局所に用をすると過jに 働 くこ
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とS、 また、大橋ら1"は おがくず入り■ふん雄肥の遵

用で易有効水分量の増加がH7められるが大量施用では気

相の増加も大きく過子過湿の恐れがあることを報告して

いるが、簡易暗渠の施工条件下では降水量の多い梅雨期

も過泣条件にはならず収聖へ影響は見られなかった。

トマト、イチ」の作物体に吸収された養分量も収宣と

同様の傾向を示した (第3表 )。局所施用区が全層施用

区より吸収量は多く、投下した肥料、資材は向量でも資

材の槌用位置の遵いで作物の利用効率が上昇することが

第 2表  各 作物の年次別収畳

Tablo 2  Ylolds of tomato and strawberry

推察された。

以上より、有捜質資材を畝志に局所槌用することによ

って、作物に対する養水分の供給が栽増期間を通じて安

定して行われていることがうかがわれた。養水分供給の

安定化は、作物の奏分吸収鷺を増加させ、作物の生育お

よび収穫靭の前進化や、作物収量の増加につながると考

えられる。畝志に資材を施用する作判との悪さの問題は

残るものの、水田転換畑においては有効的な施用方法で

あると言える。
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第 1□  第 4果 房果貿の定植から収種までの日数

――― 資fF無肛用  … …― 全層施用  … …… 畝夕じ、施用
Fig i  Changoo of percontage of eun■ u14tive nulnber of fruits
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資材無施用   -   207  144  391
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第 2図 稲 わら堆日じ施用上壌の上壌水分張力変化Fig 2 t十
棚it:iS°・Wator tenⅢ。■in ttd
O無 施用  ● 全層  ▲ 局所


